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令和８年３月定例会 開催期間 ３月10日〜19日

ココが変わる! 新年度スタート!
総額６３億２,２００万円総額６３億２,２００万円

○担い手づくり総合支援事業（農業機械購入への助成）	 ○母子手帳のデジタル化
○ジビエ利活用推進（原発出荷制限解除の取り組み）	 ○医療機器整備事業（西会津診療所のＣＴ装置の修繕）
○防災ハザードマップの更新作成	 ○基幹相談支援センター加入　（障がい児相談支援の強化）

その他に新規・拡充　される主な事業その他に新規・拡充　される主な事業

田澤さん（呼賀）三留さん（縄沢）

こども誰でも通園制度
家庭で保育されている乳児などを
対象に、保育所や認定こども園など
に「短時間・定期的」に通わせるこ
とができる制度です。月々10時間
の利用枠の中で、保護者の就労条件
を問わず利用出来る制度（こども誰
でも通園制度）です。

小児・救急病院への支援
183万円

会津坂下町、会津美里町、柳津町、
三島町、金山町、昭和村、西会津町、
喜多方市高郷地区が坂下厚生総合病
院を支援していきます。

短時間の利用は
子育て中の方に
とって助かる制度
です！

小児科が減少して
いる中での支援体
制は子育てする上
で安心です！

※�事業費において千円単位は、
　切り捨てて表示します
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ココが変わる! 新年度スタート!
ココに注目！ 

令和８年度　一般会計予算令和８年度　一般会計予算

○担い手づくり総合支援事業（農業機械購入への助成）	 ○母子手帳のデジタル化
○ジビエ利活用推進（原発出荷制限解除の取り組み）	 ○医療機器整備事業（西会津診療所のＣＴ装置の修繕）
○防災ハザードマップの更新作成	 ○基幹相談支援センター加入　（障がい児相談支援の強化）

その他に新規・拡充　される主な事業その他に新規・拡充　される主な事業

※国交省資料より

物江さん（下小島）伊藤さん（呼賀）

水利施設支援
807万円

議会でも申し入れた、尾野本・三
河水利組合の水利施設改修工事に対
する国、県、町の補助事業です。水
利施設の改修工事には、多額の受益
者負担金が発生するため、負担軽減
を図ります。

GPS除雪体制
694万円

除雪管理体制にGPSを活用し、
除雪作業の効率化を進めます。除雪
車の動きをスマホやパソコンで見ら
れるようになります。除雪作業の一
元管理による効率化と事務作業の簡
素化を図ります。

受益者負担の軽
減は町農業振興
につながる大きな
取り組みです！

ＧＰＳを活用した
除雪体制に期待
します！
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令和８年度一般会計予算

家計簿でみる町の予算！
令和８年度一般会計予算（63億2,200万円）を、町内の平均的な世帯年収500
万円の家計簿に置き換えて解説します。
町の予算は、項目が多く専門的な内容も含まれるため、数字やグラフだけではイ
メージしづらい部分があります。そこで通常の家計に例えることで、より身近に感
じながら全体像を理解していただくことを目的として作成しました。

令和８年度のこゆりちゃん家は、給料（町税）
がわずかに増えたものの、全体の収入は減少しま
した。特に借金（町債）を減らしたことで、家計
の規模はやや引き締まっています。
一方で、生活費や医療費は増加しており、日々
の暮らしにかかる負担は引き続き重くなっていま
す。高齢化の進行などにより、今後もこの傾向は
続くことが見込まれます。
支出では、家の維持費（人件費、道路など）が
大きく減少し、全体の支出を抑える形となりまし
た。また借金返済もやや減少していますが、依然
として大きな割合を占めています。

収入（入ってくるお金）
収入項目 令和８年度 前年比
給与

（町税など） 47万円 →3万円

仕送り
（地方交付税・
補助金）

295万円 →5万円

貯金取り崩し
（繰入金） 46万円 →3万円

ローン
（町債） 30万円 → 11万円

その他収入
（使用料・
寄付金など）

82万円 ±0

支出（使うお金）
支出項目 令和８年度 前年比
生活費

（福祉・子育て） 136万円 →6万円

医療・健康
（衛生費） 40万円 →2万円

家の維持
（総務・土木費） 210万円 → 23万円

教育費
（教育） 36万円 ±0

借金返済 64万円 → 4万円
仕事

（農業・商工） 47万円 → 3万円

もしもの備え
（災害・予備費） 4万円 → 3万円
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〈
予
算
全
体
へ
の
質
疑
〉

令
和
８
年
度
予
算
63
億
２
２
０
０
万
円
（
前
年
比
２

億
５
１
０
０
万
円
の
減
額 
増
減
率
３
・
８
％
減
）

問　
前
年
度
予
算
と
比
較
し
て
減
額
に
な
っ
て
い

る
要
因
は
。

答　
ロ
ー
タ
ス
イ
ン
第
２
源
泉
掘
削
工
事
な
ど
の

事
業
完
了
や
、
地
方
債
償
還
元
金
の
減
少
に
よ
り

減
額
に
な
り
ま
し
た
。

問　
今
後
の
町
財
政
の
見
通
し
は
。

答　
地
方
交
付
税
な

ど
依
存
財
源
が
多
い

中
、
物
価
高
や
人
件

費
増
で
歳
出
は
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

予
算
全
体
で
調
整
し

な
が
ら
、
人
口
減
少

に
あ
っ
て
も
持
続
可

能
な
財
政
運
営
と
な

る
よ
う
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

〈
石
高
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〉
４
９
５
万
円

デ
ジ
タ
ル
技
術
な
ど
を
活
用
し
、
持
続
可
能
な
米
づ

く
り
を
目
指
す
た
め
の
取
り
組
み
で
す
。

問　
令
和
７
年
度
の
実
績
は
。

答　
16
・
５
俵
程
度
の
販
売
と
な
り
ま
し
た
。
夏

の
渇
水
や
収
穫
期
の
倒
伏
な
ど
の
影
響
に
よ
り
収

量
は
減
少
し
ま
し
た
が
、
本
取
り
組
み
の
基
本
的

な
考
え
方
で
あ
る
農
家
支
援
の
仕
組
み
に
基
づ
き
、

減
収
分
に
つ
い
て

は
消
費
者
に
も
一

定
の
ご
負
担
を
い

た
だ
く
対
応
を
行

い
ま
し
た
。

〈
地
域
活
性
化
起
業
人
〉
１
５
９
万
円

企
業
の
専
門
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
な
が
ら
即
戦

力
人
材
と
し
て
町
業
務
に
従
事
す
る
事
業
で
す
。
発
案

し
た
事
業
の
委
託
事
業
も
含
ま
れ
ま
す
。
現
在
は
、
道

の
駅
の
業
務
に
あ
た
ら
れ
て
い
ま
す
。

問　
こ
れ
ま
で
の
働
き
方
と
の
違
い
は
。

答　
業
務
内
容
に
つ
い
て
は
、
道
の
駅
の
売
上
増

加
に
関
わ
る
取
り
組
み
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
働
き
方
を
変
更
し
、
町
内
で
活

動
す
る
日
数
を
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
対
応
も
併
用

し
な
が
ら
月
10
日
間
か
ら
月
１
日
に
な
り
ま
す
。

問　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
実
績
は
。

答　
道
の
駅
に
あ
る
情
報
発
信
ブ
ー
ス
の
設
置
や

食
事
メ
ニ
ュ
ー
開
発
な
ど
、
道
の
駅
の
魅
力
を
高

め
る
取
り
組
み
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
令
和
８

年
度
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
現
在
協
議
を
重

ね
て
い
ま
す
。

〈
マ
ル
チ
ワ
ー
ク
ス
に
し
あ
い
づ
〉
９
９
７
万
円

人
口
減
少
が
進
む
地
域
で
の
人
手
不
足
解
消
と
安
定

雇
用
の
確
保
を
目
的
に
創
設
さ
れ
た
制
度
で
す
。

問
　
マ
ル
チ
ワ
ー
ク
ス
に
し
あ
い
づ
に
お
け
る
働

き
手
の
人
数
と
運
営
に
あ
た
っ
て
の
課
題
は
。

答　
働
き
手
と
な
る
派
遣
職
員
は
、
３
月
現
在
で

３
名
で
す
。
働
き
手
の
確
保
と
合
わ
せ
派
遣
先
の

確
保
が
課
題
で
す
。
組
合
内
外
の
企
業
へ
仕
事
づ

く
り
の
営
業
を
し
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。

コ
コ
が
聞
き
た
い
！
《
議
員
が
注
目
し
た
ポ
イ
ン
ト
》

町
の
お
金
ど
う
使
う
？

道の駅での取り組み
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〈
こ
ゆ
り
こ
ど
も
園
委
託
料
〉
１
億
２
８
４
６
万
円

こ
ゆ
り
こ
ど
も
園
の
運
営
委
託
料
と
し
て
、
に
し
あ

い
づ
福
祉
会
へ
支
出
す
る
も
の
。

問　
事
業
費
が
減
額
計
上
し
て
い
る
要
因
は
。

答　
経
験
年
数
の
多
い
保
育
士
１
名
が
退
職
と
な

り
、
新
た
に
２
名
を
採
用
し
た
こ
と
に
よ
る
給
料

差
が
主
な
要
因
で
す
。
運
営
体
制
と
し
て
は
、
新

た
な
取
り
組
み
な
ど
も
は
じ
ま
り
職
員
を
増
員
し

て
体
制
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

〈
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
に
関
す
る
条
例
〉

国
の
法
整
備
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
「
こ
ど
も
誰
で
も

通
園
制
度
」
に
向
け
た
条
例
の
制
定
。

問　
新
た
な
業
務
が
発
生
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

ま
す
が
、
現
場
の
負
担
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答　
受
け
入
れ
に
あ
た
っ
て
は
、
園
の
定
員
の
範

囲
内
で
実
施
を
し
ま
す（
一
時
預
か
り
な
ど
の
制

度
と
あ
わ
せ
て
実
施
）。
児
童
や
現
場
の
状
況
に

よ
っ
て
受
け
入
れ
を
決
定
し
て
い
き
ま
す
。
場
合

に
よ
っ
て
は
断
る
こ
と
も
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

問　
な
ら
し
保
育
へ
の
配
慮
は
あ
り
ま
す
か
。

答　
入
園
の
際
に
行
う
、「
な
ら
し
保
育
」
は
、
園

に
慣
れ
る
た
め
の
配
慮
で
す
。
一
方
で
、
こ
の
制

度
は
、
限
ら
れ
た
期
間
の
受
け
入
れ
の
た
め
、
な

ら
し
期
間
は
設
け
ず
に
実
施
し
ま
す
。

受
け
入
れ
に
あ
た
っ
て
は
保
護
者
も
立
ち
会
う

こ
と
を
可
能
と
し
て
い
ま
す
。

〈
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
〉

事
業
費
の
確
定
な
ど
に
よ
る
補
正
予
算

問　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
が
減
額
補
正
と
な
り

ま
す
が
、
返
礼
品
の
在
庫
管
理
な
ど
へ
の
影
響
は

な
い
の
で
す
か
。

答　
返
礼
品
を
扱
う
事
業
者
と
在
庫
管
理
に
つ
い

て
、
そ
の
都
度
調
整
し
、
在
庫
が
余
ら
な
い
よ
う

に
対
応
し
て
い
ま
す
。

問　
購
入
予
定
の
バ
ス
が
、
次
年
度
へ
繰
り
越
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
運
行
な
ど
へ
の
影
響
は
な
い
の

で
す
か
。

答　
バ
ス
の
更
新
に
つ
い
て
は
、
物
価
高
騰
な
ど

の
影
響
に
よ
り
遅
れ
て
い
ま
す
。
現
行
の
車
両
に

つ
い
て
は
、
点
検
や
修
繕
を
必
要
に
応
じ
て
実
施

し
て
い
る
た
め
、
運
行
に
は
現
時
点
で
支
障
は
あ

り
ま
せ
ん
。

〈
令
和
７
年
度
簡
易
水
道
等
事
業
会
計
補
正
予
算
〉

　

事
業
費
の
確
定
な
ど
に
よ
る
補
正
予
算
。

問　
過
疎
対
策
事
業
債
が
増
加
計
上
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
要
因
は
何
で
す
か
。

答　
過
疎
対
策
債
の
増
加
計
上
に
つ
い
て
は
、
か

ね
て
か
ら
、
県
に
対
し
増
額
要
望
を
し
て
い
ま
し

た
。
こ
の
度
、
要
望
内
容
に
つ
い
て
許
可
さ
れ
た

た
め
計
上
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

〈
ジ
ビ
エ
利
活
用
事
業
〉
６
４
７
万
円

ジ
ビ
エ
出
荷
制
限
解
除
と
、
解
除
後
の
ジ
ビ
エ
利
活

用
に
向
け
た
調
査
・
検
討
を
行
う
た
め
の
事
業
。

問　
事
業
内
容
の
詳
細
は
。

答　
出
荷
制
限
解
除
へ
の
調
整
、
食
肉
処
理
加
工

施
設
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
策
定
、
捕
獲
体
制
・

受
け
入
れ
体
制
・
検
査
体
制
・
施
設
運
営
体
制
な

ど
の
検
討
、
販
路
及
び
民
間
事
業
者
と
の
連
携
、

町
内
飲
食
店
や
加
工
事
業
者
な
ど
と
連
携
し
た
メ

ニ
ュ
ー
開
発
な
ど
を
行
い
ま
す
。

問　
捕
獲
頭
数
の
確
保
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
に
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
か
。

答　
町
の
捕
獲
頭
数
だ
け
で
は
、
採
算
ベ
ー
ス
に

至
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
会
津
北
部
地
域
の
各
自
治

体
や
そ
れ
ぞ
れ
の
猟
友
会
と
も
連
携
で
き
な
い
か

模
索
し
て
い
ま
す
。
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新教育長にインタビュー!!
人事案件　高田和豊氏の任命に同意！人事案件　高田和豊氏の任命に同意！

高田教育長が考える“４つのキーワード”

新教育長プロフィール
高田氏は、大学卒業後現パナソニッ

クホールディングス株式会社に入社し、
平成28年からはマサチューセッツ工科
大学で、子どもの主体性や創造性を育
む、探求型学習方法の研究に従事して
こられた方です。

「人生を考える力」を育てる教育
知識を身につけるだけでなく、子どもた
ちが自分で考え、選び、自分の言葉で語れ
る力を育てたいです。「自分はこんなことを
してきた」「こんなことができる」と胸を張
って語れる主体性を育みたいです。

家庭・地域とつながる教育
学びが、日常や暮らしとつながることを
大切にしていきます。学校の枠にとらわれ
ず、家庭や地域にも学びを広げ、地域全体
で教育行政をつくりあげていきます。

子どもの数が少ない地域だからこそ、一人ひと
りに向き合いながら本質的な挑戦ができると考え
ています。
また、教育に限らず様々な分野で活躍する人が
いることも西会津町の魅力です。町の土台を生か
しながら新たな教育づくりに挑戦していきます。

創造と探究から“形にする”教育
正解を早く出す力だけでなく、問いを立
て、試し、表現する力を育みたいです。テ
クノロジーを含めた探究学習の機会を充実
させて、学びを経験として積み上げていけ
る教育を目指します。

自らモデルを示していく
新しい事には、何をどう進めればよいか
を自ら実践していくことが大切だと考えて
います。先生方が挑戦できる環境をつくり、
共に成長していける教育行政を目指します。

なぜ西会津を選んだのか？ 人
と
な
り

人
と
な
り

　
に
も
注
目
！

　
に
も
注
目
！

趣味は、茶道、バスケットボール、旅行
（写真はボストンでの茶会）

たか	 た	 かず	 とよたか	 た	 かず	 とよ
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１月20日臨時議会　審査議案と結果
上程議案・概要・結果 結果

令和７年度 補正予算
一般会計補正予算（第６次）専決処分　1億6,504万2千円増額
国物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金の活用 承認

国民健康保険特別会計補正予算（第３次）　650万円増額　医薬品費の不足（診療施設勘定） 承認
委任専決事項　事故による損害賠償と和解に関する報告 報告

２月24日臨時議会　審査議案と結果
上程議案・概要・結果 結果

令和７年度 補正予算
一般会計補正予算（第7次）専決処分　1,094万8千円増額　第51回衆議院総選挙 承認
一般会計補正予算（第8次）専決処分　1,070万円増額　除雪委託料の増額 承認
一般会計補正予算（第9次）　6,500万円増額　除雪委託料の増額 可決

３月定例会 審議議案と結果（※は採決を行った議案）
上程議案・概要・結果 結果

条例の制定・改正・廃止
乳児等通園支援事業条例の制定
家庭で保育している乳児等を対象に、認定こども園などに短時間・定期的に通わせられる制度実施のための条例制定 可決

行政手続条例の改正　国の法改正に伴う改正 可決
交通教育専門員設置条例の改正　最低賃金見直しにより専門員報奨金を改定 可決
移住定住促進住宅の設置及び管理に関する条例の改正
移住定住促進住宅を新たに２棟追加するための改定 可決

職員の給与に関する条例の改正　国の法改正に伴う改正 可決
税条例に関する条例の改正　前納報奨金制度の廃止に伴う改正 可決
町立学校施設使用料に関する条例の改正　冷暖房設備設置に伴う使用料の設定 可決
こゆりこども園条例の改正　乳児等通園支援事業の開始に伴う改正 可決
道路占用料徴収条例の改正　電柱など工作物設置による料金の改正 可決
消防団設置等に関する条例の改正　消防団員定数の改正 可決
中小企業融資制度資金利子補給基金条例の廃止
新型コロナウイルス関連貸付の利子補給について国の定めた期間が満了するため廃止 可決

新田興助教育振興基金条例の制定
町名誉町民の新田興助氏より教育振興のためのご寄附があったことから基金（貯金）を新たに設置するための条例制定 可決

令和７年度 補正予算
一般会計補正予算（第10次） 5,252万円減額　国県補助事業等の事業費確定によるもの 可決
一般会計補正予算（第11次） 5,000万円増額　新田興助教育振興基金等に積み立てるもの 可決
後期高齢者医療特別会計補正予算（第2次） 768万4千円増額
広域連合に納付する保険料・負担金などの確定によるもの 可決

国民健康保険特別会計補正予算（第4次）
事業勘定  414万円増額　診療施設勘定  444万2千円減額
給付費や診療収入などの確定見込みによるもの

可決

介護保険特別会計補正予算（第3次）　117万2千円増額　給付費などの実績見込みによるもの 可決
簡易水道等事業会計補正予算（第2次）
収益的収入及び支出予定額の補正  309万1千円増額
資本的収入及び支出予定額の補正　1,230万円減額

可決

下水道等事業会計補正予算（第2次）
収益的収入及び支出予定額の補正　1,404万6千円減額
資本的収入及び支出予定額の補正　1,807万1千円減額

可決
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令和８年度一般会計予算・特別会計予算
一般会計予算　歳入歳出総額　63億2,200万円（自主財源26.7％　依存財源73.3％） 可決
工業団地造成事業特別会計予算　歳入歳出総額　　　 8,867万6千円 可決
住宅団地造成事業特別会計予算　歳入歳出総額　　　 　583万1千円 可決
後期高齢者医療特別会計予算　　歳入歳出総額　 １億3,018万4千円 可決
国民健康保険特別会計予算　　　事業勘定　　　 ６億9,995万3千円
　　　　　　　　　　　　　　　診療施設勘定　 ３億4,380万円 可決

介護保険特別会計予算　　　　　歳入歳出総額　12億2,171万4千円 可決
簡易水道等事業会計予算　
収益的収入及び支出の予定額　2億8,483万3千円
資本的収入及び支出の予定額　1億3,463万8千円 2億2,407万6千円　不足分は補填　　

可決

下水道事業会計予算
収益的収入及び支出予定額　　3億7,870万2千円
資本的収入及び支出予定額　　1億2,228万8千円　2億1,119万2千円　不足分は補填　

可決

町道路線変更
町道の改修に伴う路線変更
向原地区内の町道改修新設工事に伴い現行路線の起点終点の変更 可決

国の法律に基づく計画の策定・変更
過疎地域持続的発展計画の策定　　総合計画第５次に準じた計画の変更
５ヵ年の計画が満了することから新たに令和12年度までの計画を策定するもの 可決

人事案件
教育委員会教育長の任命について髙田和豊氏の任命に同意 同意※
請願・意見書の提出	
所得税法第56条の廃止を求める請願（委員会報告） 採択
所得税法第56条の廃止を求める意見書 可決

渡部 仲川 長谷川 上野 小林 荒海 秦 伊藤 三留 猪俣 青木 武藤

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ × ○ ○

〇は賛成、×は反対。伊藤議員は議長のため採決に加わっていません。

討論・採決結果

猪俣 常三 議員
町が進めるＩＣＴ教育は理解するが、ＩＣＴを
一気に推進することは学力格差につながるおそ
れがある。教育長の任命については教育界や学
校教育関係に精通している人材を推挙するべき
と考えることから反対する。

反 対
武藤 道廣 議員
町の教育方針に沿うかたちで推薦された
方である。反対する意見も理解できるが、
町が考える教育方針をしっかり進めていく
には、推薦された方が適任と判断する。こ
うした町の考えを受け止め賛成する。

賛 成

　町から提出された第30号議案「教育委員会教育長の任命について同意を求めること」について討論
が行われ、採決が行われましたので詳細を掲載します。



10にしあいづ議会だより／令和８年５月／173号 10

一
般
質
問

一
般
質
問
と
は

　

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
の
事
務
の
執
行
状

況
や
将
来
の
方
向
性
に
つ
い
て
報
告
や
説
明
を
求

め
、
町
民
の
た
め
の
適
切
な
行
政
運
営
が
進
め
ら

れ
て
い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
も
の
で
す
。

事
前
の
通
告
に
基
づ
き
質
問

　

質
問
者
は
、
議
長
の
許
可
を
得
て
事
前
に
執
行

者
に
通
告
し
た
内
容
に
沿
っ
て
質
問
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

反
問
権

　

議
会
に
お
い
て
、
町
長
や
執
行
部
な
ど
が
、
議

員
の
質
問
や
質
疑
の
趣
旨
が
不
明
な
場
合
な
ど
に
、

質
問
な
ど
を
行
っ
た
議
員
に
問
い
直
す
権
利
で
す
。

議
事
の
運
営
に
つ
い
て

　

一
般
質
問
の
内
容
か
ら
外
れ
た
場
合
は
、
議
長

が
止
め
に
入
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

１
時
間
以
内
な
ら
何
度
も
質
問
可
能

　

論
点
及
び
争
点
を
明
確
に
し
、
議
論
が
深
ま
る

よ
う
一
問
一
答
方
式
を
採
用
し
て
お
り
、
答
弁
を

含
め
て
１
時
間
の
時
間
内
で
あ
れ
ば
何
回
で
も
質

問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　　一般質問は３月11日と12日の２日間行い、議員９人が登壇して、町政の課題などを問
いただしました。

○青木照夫 議員（11ページ）
・空き家利活用
・交通弱者対策

○小林雅弘 議員（12ページ）
・タクシーの廃止
・空き家対策
・ミネラル野菜のブランド化

○渡部佳菜子 議員（13ページ）
・ＲＶパーク（車中泊拠点）

○武藤道廣 議員（14ページ）
・令和８年度予算編成
・米の品質向上
・西会津タクシー営業所撤退の影響と対応

○猪俣常三 議員（15ページ）
・フレイル予防
・遊休農地の利活用
・集落内の道路環境整備

○長谷川正 議員（16ページ）
・有害鳥獣対策

○秦貞継 議員（17ページ）
・地域経済の発展
・労働力人材の育成

○三留正義 議員（18ページ）
・交通安全協会との責任関係

○上野恵美子 議員（19ページ）
・8050問題
・特別障害者手当

町政を問う町政を問う
ここが聞きたい　９人が登壇ここが聞きたい　９人が登壇
一般質問各ページは、質問した議員本人の責任のもと、一般質問各ページは、質問した議員本人の責任のもと、
構成と執筆をお願いしています。構成と執筆をお願いしています。
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問
空
き
家
を
活
用
し

た
事
業
に
「
ス
ク

ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
」

の
考
え
は
。

答
企
画
情
報
課
長

各
地
区
の
空
き
家

利
活
用
事
業
で
も
、「
ス
ク

ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
」

の
視
点
で
す
で
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

問
高
齢
者
な
ど
交
通

弱
者
に
と
っ
て
、

野
沢
駅
跨
線
橋
の
階
段
の

昇
り
降
り
は
大
き
な
負
担

と
な
っ
て
い
ま
す
。
対
策

は
。答

町
民
税
務
課
長

鉄
道
事
業
者
が
そ

の
実
態
に
よ
り
対
策
を
講

じ
る
べ
き
と
捉
え
て
い
ま

す
。
改
善
に
向
け
、
引
き

続
き
Ｊ
Ｒ
東
日
本
新
潟
支

社
に
対
し
て
要
望
活
動
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

問
交
通
弱
者
の
中
に

は
駅
を
利
用
す
る

際
、
階
段
の
な
い
尾
登
駅

を
利
用
し
て
い
る
方
も
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
尾
登
駅

問
空
き
家
を
利
活
用

し
て
、
高
齢
者
の

集
合
住
宅
を
整
備
す
る
考

え
は
。

答
福
祉
介
護
課
長

現
行
の
介
護
保
険

事
業
計
画
・
高
齢
者
福
祉

計
画
に
お
い
て
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
住
居
の
確
保

方
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

空
き
家
利
活
用

問 

高
齢
者
集
合
住
宅
へ
の
利
活
用
は

答 

現
行
の
計
画
の
中
で
検
討
し
て
い
く

青
あお

木
き

　照
てる

夫
お

 議員

答  今のところ考えていない
問  階段のない尾登駅への送迎の支援は

交通弱者対策

階段のない尾登駅

町が整備した空き家

を
利
用
す
る
た
め
に
送
迎

を
す
る
考
え
は
。

答
町
民
税
務
課
長

現
在
の
と
こ
ろ
考

え
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

尾
登
駅
利
用
の
た
め
の
移

動
手
段
と
し
て
、
デ
マ
ン

ド
バ
ス
に
よ
る
移
動
が
可

能
で
す
。

問
デ
マ
ン
ド
バ
ス
は
、

尾
登
駅
の
列
車
の

発
着
に
合
わ
せ
て
運
行
し

て
い
ま
す
か
。

答
町
民
税
務
課
長

現
行
の
デ
マ
ン
ド

バ
ス
運
行
の
見
直
し
の
中

で
、
検
討
し
ま
す
。

ひと言

「スクラップアンドビルド」で、
寂れたまち並みの再生を!
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問
町
内
の
タ
ク
シ
ー

営
業
所
が
閉
鎖
し

ま
す
。
ど
う
町
民
の
足
を

確
保
し
よ
う
と
考
え
て
い

ま
す
か
。

答
町
長

タ
ク
シ
ー
の
形
態

に
近
い
デ
マ
ン
ド
バ
ス
で

カ
バ
ー
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
か
、
関
係
機
関
・
団

体
と
協
議
を
進
め
て
い
ま

す
。問

ま
ず
現
行
の
バ
ス

の
運
行
形
態
を
見

直
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。答

町
長

バ
ス
運
行
予
約
シ

ス
テ
ム
を
含
め
、
町
民
バ

ス
体
系
の
見
直
し
の
検
討

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

問
夜
８
時
以
降
の
野

沢
駅
か
ら
の
交
通

手
段
を
ど
う
す
る
つ
も
り

で
す
か
。

答
町
長

夜
間
の
交
通
移
動

に
つ
い
て
は
、
そ
の
対
応

を
関
係
機
関
・
団
体
と
協

議
し
て
い
ま
す
。

問
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を

検
討
し
、
団
体
を

育
成
す
べ
き
と
考
え
ま
す

が
。答

町
長

日
本
型
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
に
つ
い
て
も
調
査
・

研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。廃止される営業所

放置された空き家

小
こ

林
ばやし

　雅
まさ

弘
ひろ

 議員

ひと言

スクールバスの運行は大丈夫とのこと。
当面、デマンドバスの運行拡大でカバーを。

タ
ク
シ
ー
の
廃
止

問 

町
民
の
足
の
確
保
を

答 

デ
マ
ン
ド
バ
ス
で
カ
バ
ー
を
検
討

問
現
在
の
空
き
家
の

状
況
と
危
険
家
屋

は
何
棟
で
す
か
。

答
町
民
税
務
課
長

令
和
６
年
度
の
調

査
で
は
空
き
家
は
６
７
２

件
で
し
た
。
危
険
家
屋
は

57
件
で
し
た
。

問
特
定
空
き
家
の
解

体
を
加
速
さ
せ
て

は
ど
う
で
す
か
。

答
町
民
税
務
課
長

町
は
、
62
件
に
つ

い
て
所
有
者
へ
の
助
言
と

指
導
を
行
う
と
と
も
に
、

引
き
続
き
計
画
的
に
補
助

金
に
よ
り
解
体
を
行
っ
て

答  計画的に解体を行う
問  空き家解体の加速を

空き家対策

い
き
ま
す
。

問
町
は
、
空
き
家
を

ど
の
よ
う
に
利
活

用
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま

す
か
。

答
企
画
情
報
課
長

町
は
空
き
家
を
直

接
借
り
受
け
、
改
修
を
行
っ

た
上
で
移
住
者
に
賃
貸
す

る
「
移
住
定
住
促
進
住
宅

整
備
事
業
」
を
進
め
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
２
棟
を

追
加
し
ま
す
。
空
き
家
の

利
活
用
は
も
ち
ろ
ん
、
発

生
抑
制
に
向
け
た
取
り
組

み
も
強
化
し
て
い
き
ま
す
。
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ＲＶパークで地域資源をつなぐ

問
Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
（
車

中
泊
拠
点
）
を
整

備
す
る
場
合
、
ど
の
よ
う

な
課
題
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
か
。

答
商
工
観
光
課
長

場
所
の
選
定
や
、

電
源
・
給
排
水
・
ト
イ
レ
・

ゴ
ミ
処
理
な
ど
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
、
初
期
費
用
や
運

営
コ
ス
ト
、
管
理
体
制
、

近
隣
住
民
の
理
解
な
ど
、

課
題
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

道
の
駅
に
つ
い
て
は
国
土

交
通
省
の
管
轄
部
分
も
あ

り
、
ス
ペ
ー
ス
の
制
約
も

あ
り
ま
す
。

問
道
の
駅
の
他
に
ど

の
よ
う
な
候
補
地

が
考
え
ら
れ
ま
す
か
。

答
町
長

道
の
駅
は
、
国
土

交
通
省
と
の
関
係
も
あ
り

ま
す
し
、
土
曜
、
日
曜
日

や
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
は
駐
車

場
が
満
杯
で
入
れ
な
い
と

い
う
こ
と
も
起
こ
っ
て
い

ま
す
。
狭
い
駐
車
場
の
ス

ペ
ー
ス
に
Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
を

設
置
す
る
こ
と
は
適
当
で

は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

整
備
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

西
会
津
町
内
で
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
良
い
場
所
や
運
動
施

設
、
温
泉
が
あ
る
場
所
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

問
今
後
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
お
考

え
で
し
ょ
う
か
。

答
商
工
観
光
課
長

道
の
駅
・
飲
食
店

か
ら
の
ニ
ー
ズ
調
査
や
、

ど
う
い
う
形
態
で
、
ど
こ

が
管
理
運
営
す
る
か
な
ど

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
提
案
と
し
て
、
今

年
の
５
月
に
も
西

会
津
な
つ
か
し
ｃ
ａ
ｒ

シ
ョ
ー
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ

り
ま
す
が
、
前
泊
・
当
日

宿
泊
の
お
客
様
を
想
定
し

て
、
社
会
実
験
と
し
て
行

う
こ
と
は
可
能
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

答
商
工
観
光
課
長

西
会
津
な
つ
か
し

ｃ
ａ
ｒ
シ
ョ
ー
は
実
行
委

員
会
形
式
で
行
っ
て
い
ま

す
。
例
年
、
さ
ゆ
り
公
園

や
近
隣
駐
車
場
が
満
車
と

な
り
、
町
内
全
域
の
駐
車

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て

行
っ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
Ｒ
Ｖ
ス
ペ
ー
ス
の
確

保
・
電
源
を
整
備
す
る
の

に
予
算
的
な
措
置
も
必
要

に
な
り
ま
す
。

ひと言

通過されてしまう町から、
滞在と交流が生まれる町へ。

Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
（
車
中
泊
拠
点
）

問 

Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
の
整
備
の
考
え
は

答 

今
後
調
査
、
検
討
し
考
え
て
い
く

渡
わた

部
なべ

佳
か

菜
な

子
こ

 議員

問
Ｒ
Ｖ
は
低
コ
ス
ト

で
整
備
が
可
能
で

あ
り
、
簡
易
的
で
あ
れ

ば
、
試
験
的
に
実
施
し
て

み
る
こ
と
も
可
能
か
と
思

い
ま
す
が
。

答
商
工
観
光
課
長

試
験
的
で
あ
っ
て

も
、
ど
の
よ
う
な
手
続
き

が
必
要
な
の
か
、
詳
細
に

検
討
・
調
査
を
し
て
い
き

ま
す
。



14にしあいづ議会だより／令和８年５月／173号

米食味分析鑑定コンクール
国際大会を目指して！

問
予
算
編
成
に
総
合

計
画
は
反
映
さ
れ

た
か
。

答
町
長

町
の
将
来
像「
未

来
を
編
む
。
幸
せ
ひ
ろ
が

る
日
本
の
田
舎
、
西
会
津

町
。」の
実
現
に
向
け
、
人

づ
く
り
、
し
ご
と
づ
く
り
、

健
康
・
絆
づ
く
り
、
生
活

環
境
づ
く
り
の
分
野
で
予

算
を
編
成
し
ま
し
た
。

問
具
体
的
な
事
業
名

と
予
算
は
。

答
町
長

①
子
育
て
・
教
育

環
境
の
充
実
強
化

　
保
育
料
の
無
償
化
、
認

定
こ
ど
も
園
運
営
、
学
校

給
食
費
無
償
化（
２
億
１

５
５
２
万
２
千
円
）

②�

若
者
・
結
婚
対
策
強
化

結
婚
新
生
活
支
援

　
（
２
７
０
万
円
）

③�

健
康
で
元
気
な
ま
ち
づ

く
り
（
５
２
６
０
万
３

千
円
）

④
産
業
振
興

　
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
強

化
、
ジ
ビ
エ
肉
利
活
用
推

進
、
企
業
の
支
援
活
動
補

助
金（
３
１
５
７
万
6
千
円
）

⑤
観
光
・
移
住
定
住

　

交
流
・
関
係
人
口
の
拡

大
、
台
湾
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
推
進
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊（
９
２
４
１
万
6
千
円
）

⑥
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ

く
り

　
地
域
活
性
化
、
ふ
る
さ

と
応
援
寄
附
金
経
費（
１

億
２
０
７
８
万
２
千
円
）

⑦
デ
ジ
タ
ル
の
ま
ち
づ
く

り
デ
ジ
タ
ル
戦
略
推
進

（
２
１
７
０
万
６
千
円
）。

問
米
・
食
味
分
析
鑑

定
コ
ン
ク
ー
ル
国

際
大
会
へ
の
取
り
組
み
は
。

答
農
林
振
興
課
長

「
米
・
食
味
鑑
定

士
協
会
」
の
主
催
で
国
内

外
最
大
の
米
コ
ン
ク
ー
ル

で
す
。

　
町
内
生
産
者
の
生
産
意

欲
向
上
や
西
会
津
産
米
の

Ｐ
Ｒ
な
ど
を
目
的
と
し
て

参
加
出
品
し
て
い
ま
す
。

「
西
会
津
一
う
ま
い
米
コ

ン
テ
ス
ト
」
入
賞
米
の
出

品
支
援
、
栽
培
技
術
研
修

会
な
ど
へ
の
参
加
支
援
と

と
も
に
関
係
機
関
と
連
携

し
入
賞
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

ひと言

町民のウェルビーイング（心身の健康・心の
豊かさ・社会的に良好＝幸福）を目指した
政策や予算執行を望む！

令
和
８
年
度
予
算
編
成

問 

総
合
計
画
の
予
算
化
は

答 

実
現
に
向
け
た
予
算
編
成

答  技術指導や講習会などで推進を図る
問  良食味米の生産推進の取り組みは

米の品質向上

武
む
藤
とう
　道
みち
廣
ひろ
 議員

問
栽
培
技
術
な
ど
の

向
上
に
向
け
た
取

り
組
み
は
。

答
農
林
振
興
課
長

水
田
の
土
壌
分
析

を
行
い
分
析
結
果
に
基
づ

く
技
術
指
導
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
集
落
や
地
域
単

位
の
栽
培
技
術
講
習
会
を

開
催
し
、
食
味
値
の
底
上

げ
を
図
り
ま
す
。

　
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
た

取
り
組
み
と
し
て
各
コ
ン

テ
ス
ト
へ
の
出
品
支
援
や

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
し
、

良
食
味
米
産
地
の
Ｐ
Ｒ
と

販
路
の
拡
大
に
取
り
組
み

ま
す
。
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水田が蘇る日を待っている遊休地

問
基
盤
整
備
さ
れ
た

遊
休
農
地
内
の
雑

木
除
去
は
。

答
農
林
振
興
課
長

土
地
は
個
人
の
財

産
で
あ
る
た
め
、
農
地
所

有
者
が
適
正
に
管
理
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
所
有
者
の
離
農
や
地

主
の
不
在
、
相
続
な
ど
の

理
由
に
よ
り
管
理
さ
れ
て

い
な
い
農
地
が
あ
り
ま
す
。

　
自
治
区
に
お
い
て
は
、

交
付
金
を
活
用
し
て
遊
休

問
老
人
ク
ラ
ブ
に
お

け
る
フ
レ
イ
ル
予

防
活
動
へ
の
支
援
は
。

答
福
祉
介
護
課
長

「
フ
レ
イ
ル
」
は
、

健
康
と
要
介
護
の
中
間
に

あ
る
虚
弱
な
状
態
を
意
味

し
ま
す
。

町
で
は
、
単
位
老
人
ク

ラ
ブ
と
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
に
対
し
て
、
福
島
県
を

大
き
く
上
回
る
補
助
基
準

で
支
援
し
て
い
ま
す
。

令
和
８
年
度
一
般
会
計

当
初
予
算
で
は
、
単
位
老

人
ク
ラ
ブ
と
連
合
会
へ
の

補
助
金
は
、
県
の
補
助
基

準
額
で
は
１
８
６
万
円
で

す
が
、
町
は
３
５
８
万
３

千
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
会

員
な
ど
を
対
象
と
し
て
各

種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
経
費

と
し
て
43
万
５
千
円
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

ひと言

「フレイル」を予防するためには、人とのつな
がり・体を動かす・いろいろ食べることが大切。

答  支援制度を活用して取り組む
問  遊休農地の利活用への考えは

遊休農地の利活用

フ
レ
イ
ル
予
防

問 

フ
レ
イ
ル
予
防
活
動
へ
の
支
援
は

答 

継
続
し
て
行
っ
て
い
く

農
地
の
発
生
抑
制
を
図
り
、

適
正
な
維
持
管
理
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

問
遊
休
農
地
の
利
活

用
へ
の
考
え
は
。

答
農
林
振
興
課
長

利
活
用
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
町
農
業
再
生
協

議
会
が
事
業
主
体
と
な
り

「
遊
休
農
地
等
再
生
計
画
」

の
も
と
、
地
域
の
農
業
者

が
遊
休
農
地
を
引
き
受
け

て
、
作
物
生
産
の
再
開
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

猪
いの

俣
また

　常
つね

三
ぞう

 議員
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問
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ

柵
の
導
入
に
対
す

る
国
の
支
援
は
。

答
農
林
振
興
課
長

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ

柵
の
部
材
の
み
を
購
入
し
、

設
置
を
受
益
者
な
ど
が
自

ら
行
う
場
合
は
、
購
入
費

の
10
割
の
補
助
率
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
設
置
を
外

部
委
託
す
る
場
合
は
、
補

助
率
が
５
割
と
な
り
ま
す
。

問
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ

柵
の
設
置
に
向
け

た
問
い
合
わ
せ
や
申
請
は

あ
り
ま
す
か
。

答
農
林
振
興
課
長

３
件
の
問
い
合
わ

せ
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
の

1
件
に
つ
い
て
は
、
令
和

８
年
度
の
補
助
事
業
採
択

に
向
け
て
、
国
に
対
し
要

望
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
設
置
に
向
け
た
具

体
的
な
工
程
は
。

答
農
林
振
興
課
長

交
付
決
定
時
期
は
、

７
月
ご
ろ
に
な
る
の
で
、

決
定
の
通
知
が
あ
り
次
第

速
や
か
に
設
置
作
業
に
着

手
で
き
る
よ
う
、
準
備
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

問
有
害
鳥
獣
解
体
施

設
の
利
用
状
況
と

課
題
は
。

答
農
林
振
興
課
長

令
和
4
年
度
の
施

設
開
設
か
ら
令
和
７
年
度

ま
で
１
７
９
頭
の
解
体
を

行
い
ま
し
た
。
全
捕
獲
頭

数
の
３
割
の
個
体
を
当
施

設
で
解
体
処
理
し
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
課
題
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
利
用
者
か
ら
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ

会津若松市湊地区のワイヤーメッシュ柵

ひと言

野生鳥獣肉（ジビエ）の利活用は、町発展の
起爆剤となる。早期の出荷制限解除を！

有
害
鳥
獣
対
策

問 

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
導
入
の
考
え
は

答 

令
和
８
年
度
、
事
業
採
択
に
向
け
要
望
を
行
っ
て
い
る

長
は

谷
せ

川
がわ

　正
ただし

 議員

れ
か
ら
も
利
用
者
の
声
を

聞
き
な
が
ら
運
営
し
て
い

き
ま
す
。

問
捕
獲
し
た
個
体
を

食
肉
（
ジ
ビ
エ
）

と
し
て
利
活
用
す
る
に
あ

た
り
、
出
荷
制
限
解
除
の

現
状
と
課
題
は
。

答
町
長

県
内
で
は
、
一
部

市
町
村
を
除
き
野
生
鳥
獣

肉（
ジ
ビ
エ
）に
出
荷
制
限

が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
昨
年
「
西
会

津
町
ジ
ビ
エ
利
活
用
検
討

会
」
を
設
置
し
、
出
荷
制

限
解
除
を
見
据
え
た
利
活

用
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
野
生
鳥
獣
肉（
ジ
ビ
エ
）

を
資
源
と
し
て
利
活
用
し
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ

な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
出
荷
制
限

解
除
に
向
け
て
、
全
頭
検

査
を
行
い
放
射
性
セ
シ
ウ

ム
濃
度
が
基
準
値
以
下
の

個
体
が
出
荷
可
能
と
な
る

「
一
部
解
除
」を
目
指
し
て

い
ま
す
。

今
後
は
、
国
や
県
に
対

し
て
速
や
か
に
出
荷
制
限

の
解
除
申
請
を
行
え
る
よ

う
、
広
域
連
携
市
町
村
と

連
携
し
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。
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問
町
内
総
生
産
の
推

移
は
。

答
商
工
観
光
課
長

町
内
の
総
生
産
額

は
、
平
成
７
年
は
２
８
７

億
円
ま
で
増
加
し
ま
し
た

が
、
令
和
４
年
度
は
１
８

５
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

問
個
人
タ
ク
シ
ー
や

代
行
事
業
者
な
ど

の
新
規
交
通
事
業
者
へ
の

支
援
対
策
を
検
討
し
て
は

ど
う
で
す
か
。

答
商
工
観
光
課
長

町
商
工
会
と
飲
食

店
組
合
か
ら
「
タ
ク
シ
ー

業
等
の
確
保
対
策
へ
の
要

望
書
」
が
町
に
提
出
さ
れ
、

関
係
団
体
か
ら
も
対
策
を

求
め
る
声
が
上
が
っ
て
い

ま
す
。
町
で
は
タ
ク
シ
ー

利
用
の
調
査
・
分
析
を
行

う
と
と
も
に
、
デ
マ
ン
ド

バ
ス
で
タ
ク
シ
ー
を
カ
バ
ー

で
き
な
い
か
、関
係
機
関
・

団
体
と
の
検
討
・
協
議
を

進
め
て
い
ま
す
。

問
町
内
の
タ
ク
シ
ー

会
社
の
撤
退
に
よ

る
地
域
経
済
へ
の
影
響
を

ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い

ま
す
か
。

答
商
工
観
光
課
長

高
齢
者
や
交
通
弱

者
の
方
々
の
移
動
手
段
の

選
択
肢
が
少
な
く
な
り
、

通
院
や
買
い
物
、行
政
サ
ー

ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
な
ど
、

日
常
生
活
へ
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
観

光
に
お
け
る
周
遊
機
会
の

損
失
や
飲
食
業
、
小
売
業

な
ど
地
域
経
済
へ
の
影
響

も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

卒業生は町内企業で活躍

問
本
町
の
労
働
力
人

口
と
各
産
業
に
お

け
る
人
口
の
推
移
と
割
合

は
。答

商
工
観
光
課
長

10
年
前
に
比
べ
製

造
業
が
６
３
４
人
で
１
７

８
人
の
減
、
農
業
が
４
５

６
人
で
１
８
７
人
の
減
、

建
設
業
が
３
４
９
人
で
１

０
７
人
の
減
、
卸
売
・
小

売
業
が
３
１
６
人
で
７
６

人
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
福
島
県
立
西
会
津

高
等
学
校
か
ら
、

地
域
産
業
で
活
躍
で
き
る

人
材
を
育
成
す
る
考
え
は
。

答
学
校
教
育
課
長

西
会
津
高
校
卒
業

生
の
過
去
４
年
の
進
路
状

況
で
は
、
約
35
％
が
進
学

で
、約
65
％
が
就
職
で
す
。

そ
の
う
ち
約
50
％
が
町
内

企
業
へ
の
就
職
と
な
っ
て

お
り
、
地
元
へ
の
貢
献
度

は
非
常
に
高
い
で
す
。

ひと言

西会津町がこれから持続的に存続するには
経済活動の活発化が重要。その地域経済を
支える人材が育成される施策を。

答  卒業生の半数が町内企業で活躍
問  西会津高校から地域で活躍できる人材育成を

労働力人材の育成

地
域
経
済
の
発
展

問 

タ
ク
シ
ー
撤
退
に
よ
る
影
響
は

答 

経
済
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る

秦
はた
　貞
さだ
継
つぐ
 議員
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私
が
令
和
６
年
６
月
議

会
定
例
会
に
お
い
て
、

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置
の
質

問
を
し
た
際
、
以
下
の
内

容
を
確
認
し
ま
し
た
。

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
は
町
が

責
任
を
持
っ
て
管
理
す
べ

き
施
設
で
あ
る
こ
と
、
そ

し
て
現
在
は
交
通
安
全
協

会
の
皆
さ
ん
に
春
先
の
点

検
を
お
願
い
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
町
が
責
任
主
体
で
あ
る

以
上
、
全
て
の
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
の
設
置
場
所
や
設
置

年
、
種
類
、
劣
化
状
況
を

把
握
す
る
台
帳
の
整
備
が

必
要
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
す
。
ま
た
、
協
会
の
皆

さ
ん
の
負
担
を
軽
減
し
つ

つ
安
全
性
を
確
保
す
る
た

め
に
も
、
点
検
基
準
の
明

文
化
や
点
検
周
期
の
設
定
、

そ
し
て
将
来
的
な
更
新
計

画
の
整
理
と
い
っ
た
、
予

防
的
な
管
理
体
制
が
求
め

ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

問
現
在
、
こ
う
し
た

台
帳
や
点
検
記
録

は
ど
の
程
度
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
か
。

答
町
民
税
務
課
長

台
帳
や
点
検
記
録

の
整
備
状
況
に
つ
い
て
で

す
が
、
こ
れ
ま
で
の
設
置

の
形
態
か
ら
全
て
を
把
握

し
て
お
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
各
期
の
交
通
安
全
運

動
期
間
中
に
、
町
交
通
安

全
協
会
へ
点
検
を
依
頼
し
、

補
修
や
更
新
が
必
要
な
場

合
は
、
補
修
資
材
を
同
協

会
に
提
供
し
、
機
能
維
持

を
図
っ
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
協
会
と
の
責
任
関
係

問 

交
通
会
と
の
関
係
性
を
明
瞭
に

答 

令
和
８
年
度
に
方
向
を
示
す

ひと言

カーブミラー設置の取り組みなどの内容や
交通会との関係性がより明瞭にあって欲しい。

問
協
会
の
皆
さ
ん
の

高
齢
化
も
踏
ま
え
、

町
と
し
て
協
会
の
皆
さ
ん

と
協
力
し
な
が
ら
、
よ
り

体
系
的
で
持
続
可
能
な
管

理
体
制
を
整
え
て
い
く
考

え
が
あ
る
の
か
、
伺
い
ま

す
。答

町
長

令
和
８
年
度
内
に
、

交
通
安
全
協
会
さ
ん
と
の

関
係
性
な
ど
に
つ
い
て
、

方
向
を
明
確
に
示
し
ま
す
。

三
み

留
とめ

　正
まさ

義
よし

 議員

交通会と明確な関係が期待される
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問
「
８
０
５
０
問
題
」

と
は
、
80
代
の
親

が
ひ
き
こ
も
り
の
50
代
の

子
ど
も
の
生
活
を
経
済
的
・

精
神
的
に
支
え
る
こ
と
で
、

親
子
と
も
に
困
窮
し
孤
立

す
る
社
会
問
題
で
す
。
こ

の
問
題
の
課
題
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
ま
す
か
。

答
福
祉
介
護
課
長

親
の
高
齢
化
と
子

ど
も
の
ひ
き
こ
も
り
の
長

期
化
・
高
年
齢
化
が
背
景

に
あ
り
ま
す
。
家
族
の
ひ

き
こ
も
り
の
状
況
を
周
囲

に
隠
し
潜
在
化
す
る
傾
向

が
強
く
、
対
策
が
遅
れ
る

と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
。

問
町
の
「
８
０
５
０

問
題
」
の
現
状
と

対
策
及
び
今
後
の
取
り
組

み
は
。

問
「
特
別
障
害
者
手

当
」
は
、
障
害
者

手
帳
を
持
っ
て
い
な
く
て

も
、
在
宅
で
生
活
さ
れ
て

い
る
要
介
護
度
４
・
５
の

高
齢
者
が
該
当
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し

周
知
が
十
分
で
な
い
た
め

に
該
当
す
る
可
能
性
が
あ

る
人
が
受
給
で
き
て
い
な

い
と
い
う
課
題
が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
町

の
取
り
組
み
は
。

答
福
祉
介
護
課
長

ひ
き
こ
も
り
へ
の

対
応
は
、
個
別
の
事
案
発

生
時
に
対
処
し
て
い
る
た

め
、
町
内
に
お
け
る
全
体

像（
数
）の
把
握
は
で
き
て

い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
早

期
の
段
階
で
、
適
切
な
職

種
・
機
関
と
つ
な
が
る
こ

と
が
効
果
的
で
す
。
今
後
、

全
数
調
査
に
取
り
組
み
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
専
門
家
が
直
接
出

向
い
て
、
親
子
と

の
信
頼
関
係
を
築
き
な
が

ら
継
続
的
な
支
援
を
行
う

こ
と
も
必
要
で
は
な
い
で

す
か
。

答
福
祉
介
護
課
長

そ
の
点
に
お
い
て

も
、「
自
立
」
を
念
頭
に
、

関
係
機
関
と
連
携
し
、
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

答
福
祉
介
護
課
長

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

と
広
報
紙
に
よ
り
広
く
制

度
の
周
知
を
図
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
西
会
津
診
療

所
及
び
に
し
あ
い
づ
福
祉

会
と
連
携
を
し
、
申
請
勧

奨
に
努
め
て
い
ま
す
。

ひと言

ひとりで抱え込まないで…8050問題
専門家と一緒に、一歩を踏み出しましょう!

答  事業の周知・申請勧奨に努めている
問  在宅の重度要介護者の受給拡充への取り組みは

特別障害者手当

８
０
５
０
問
題

問 

取
り
組
み
へ
の
考
え
方
は

答 「
自
立
」を
念
頭
に
取
り
組
む

上
うえ

野
の

恵
え

美
み

子
こ

 議員

ご存知ですか?ご存知ですか?

障害者手帳なしでももらえる
在宅の重度要介護者も
受給の可能性

月
額29,590円

特別障害者手当特別障害者手当
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柴田町議会での研修の様子　全国表彰を受けた議会だよりの工夫を学びました

議会だより、変わります。
― 読まれる紙面づくりを目指して―

広報分科会では、議会だよりをもっと読みやすく、もっと伝わるものにするため、
１月２８日と２９日に宮城県柴田町議会と福島民友新聞社で研修を行いました。
今回の研修で学んだのは、議会だよりは単なる報告ではなく、町民と議会をつな
ぐ媒体であるということです。

新聞社から学んだこと

■編集は「仕組み」でつくる
柴田町では、編集方針を明文化し、構成を
設計してから制作に入る体制が整っていまし
た。改善点も共有され、広報を個人任せにし
ない仕組みがつくられていました。

■町民が登場する紙面
「町民の一言」など、町民参加型の企画が印
象的でした。町民が登場することで、議会を
身近に感じてもらう工夫がされていました。

■難しい内容をやさしく
予算や決算は、家計簿として生活感覚に置
き換えて紹介されていました。難しい行政情
報をわかりやすく伝える姿勢は、大いに参考
になりました。

◀学んだこと
「わかりやすさ」は
議会の責任である

■見出しで読むか決まる
福島民友新聞社では、「見出しだけでも内

容が伝わること」が大切だと学びました。思
わず読みたくなる見出しが求められていま
す。

■“読む”より“見る”
写真や図を効果的に配置し、どこから読ん

でほしいかを意識して設計することの大切さ
を学びました。紙面は、文章だけでなく、見
せ方でも伝わり方が変わります。

■文章は短く、やさしく
長い文章よりも、短く整理された文章の方

が伝わります。議会用語や行政用語は、中学
生にも伝わる表現にすることが大事だと学び
ました。

◀学んだこと
「読む努力をさせない紙面」が必要

柴田町から学んだこと
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町民の皆さまの声をもとに、議会だよりの改善を進めています。

町民の声で進化する「議会だより」町民の声で進化する「議会だより」
ー広報モニターからのフィードバックーー広報モニターからのフィードバックー

改善に向けた意見
視覚的ストレスを軽減する
強すぎるイメージカラーを控え、本文に明朝体を活用することで読み
やすさを向上させる。

データの可視化と周知の強化
懇談会の参加人数や相談件数を数値で記載し、開催情報を誌面で広く
周知する。

「一般質問」の解説を追加
専門的な「一般質問」の内容を町民が理解できるように、用語をその
都度解説する。

●�質問と図解の色分けや、吹き出しを活用した議員の主張の
強調が好評を得ている。
●�素晴らしい家族写真の採用や、上部にまとめられた目次が
「見やすさ」に繋がっている。
●�モニターの提案が反映されることで、町民が参加の意義を
実感できる。

評価されたポイント

委
員
会
活
動

テ
ー
マ
「
地
方
議
会
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
」

１
月
23
日
、
福
島
大
学
経
済
経
営
学
類
教
授

吉き
っ

高こ
う

神じ
ん

明あ
き
ら

先
生
を
講
師
に
迎
え
、
議
員
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

企
業
や
国
会
議
員
の
不
祥
事
を
例
に
、
地
方

議
員
の
不
祥
事
が
注
目
さ
れ
る
背
景
や
、「
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
」
の
意
義
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。
ま
た
、
議
員
が
遵じ

ゅ
ん
し
ゅ守す
べ
き
関
係
法
令

や
政
治
倫
理
の
重
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

責
任
の
重
さ
を
改
め
て
認
識
す
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
の

研
修
が
行
わ
れ
る
‼

町民の声で進化する「議会だより」町民の声で進化する「議会だより」
ー広報モニターからのフィードバックーー広報モニターからのフィードバックー
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２
年
間
、
議
会
事
務
局

長
と
し
て
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
五
十
嵐
博
文
で

す
。
以
前
勤
務
し
て
い
た

25
年
前
と
比
べ
議
会
の
成

長
を
強
く
実
感
し
ま
し
た
。

政
策
提
言
や
議
会
報
告
会

の
開
催
な
ど
意
欲
的
な
取

り
組
み
に
敬
意
を
表
し
ま

す
。
議
会
だ
よ
り
の
更
な

る
充
実
と
積
極
的
な
発
信

を
期
待
し
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

No.
173

に
し
あ
い
づ
議
会
だ
よ
り

発
行
　
福
島
県
西
会
津
町
議
会

〒
９
６
９
―
４
４
９
５
　
福
島
県
耶
麻
郡
西
会
津
町
野
沢

字
下
小
屋
上
乙
３
３
０
８
　  
☎
０
２
４
１（
４
５
）４
５
３
７

編
集
　
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

e-m
ail g

ikai@
tow

n.nishiaizu.fukushim
a.jp

編
集
委
員（
広
報
分
科
会
）

分
科
会
長　

小
林　

雅
弘

副
分
科
会
長　

荒
海　

正
人

委　
　

員　

上
野
恵
美
子

委　
　

員　

長
谷
川　

正

委　
　

員　

仲
川　

久
人

委　
　

員　

渡
部
佳
菜
子

今
号
で
は
、
よ
り
読
み
や

す
く
分
か
り
や
す
い
議
会

だ
よ
り
を
目
指
し
、
構
成
や

見
出
し
、
写
真
の
配
置
を
見

直
し
ま
し
た
。

質
問
と
答
弁
の
要
点
を

簡
潔
に
整
理
し
、
限
ら
れ
た

紙
面
の
中
で
も
議
論
の
内

容
が
伝
わ
る
よ
う
工
夫
し
て

い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て

身
近
で
開
か
れ
た
議
会
と

な
る
よ
う
、
今
後
も
改
善
を

重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

�

（
仲
川
）

編

集

後

記

この人にインタビュー

―西会津での暮らしは―
豊かな自然を感じながら日々の暮らしを
送っています。特に冬の飯豊山は圧巻で
す！自然の中に暮らしていると感性が研ぎ
澄まされていくのを感じます。これからも
西会津で暮らしていく中で、地域の営みや
文化なども含めて先人が作り上げてきたも
のを無駄にせず、受け継いでいきたいで
す。
―家族円満の秘訣は―
時には焚き火などもしながら自然の中で
コミュニケーションをとる時間をつくって
います。ゆとりある時間の中で会話を重ね
ることが、何よりも家族関係を深めている
ように思います。
また、自分自身が満たされていることも
大切です。自分が満たされていることが家
族にも良い影響を与えています。

―これからの町に期待することは―
ジビエの取り組みに注目しています。私
も狩猟免許の取得や、ジビエにするにあた
っての解体方法や仕組みづくりを考えてい
ます。地域資源をより活用し、面白い人材
が町に集まる環境になることで教育や地域
の活気にもつながると思います。

自然の中で育むキズナ！高津ファミリーに注目！

野沢祭礼の時に撮影した家族写真

議
会
の
動
き

４
月
１
日
付
で
議
会
事

務
局
長
を
拝
命
し
ま
し
た

齋
藤
正
利
で
す
。
19
年
前

に
４
年
間
勤
務
し
て
以
来

の
配
属
と
な
り
ま
す
。
議

会
基
本
条
例
の
制
定
や
デ

ジ
タ
ル
化
の
進
展
な
ど
大

き
な
変
化
を
実
感
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
行
政

経
験
を
生
か
し
、
議
会
活

動
を
誠
実
に
支
え
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
事
務
局
長
就
任

新
事
務
局
長
就
任

の
ご
あ
い
さ
つ

の
ご
あ
い
さ
つ

前
事
務
局
長
退
任

前
事
務
局
長
退
任

の
ご
あ
い
さ
つ

の
ご
あ
い
さ
つ


